
植 物 佐賀県立博物館テーマ展

―天然記念物から見た佐賀の自然―

会期 令和8年1月17日 ～
2026年

土 2月26日木

会場 佐賀県立博物館3号展示室

観覧料 無料

県
佐賀県の天然記念物

早里のイスノキ
2006（平成18）年3月31日指定日

伊万里市瀬戸町所在地

ユキノシタ目 マンサク科分 類

Distylium racemosum学 名

イスノキは暖地に生息する常
緑高木で、国内では、静岡以南、四
国、九州、沖縄で生息しています。
本イスノキは幹回り2.5ｍ、樹

高13ｍで佐賀県下で最も大きい
イスノキで、樹齢約200年を超え
ると言われています。

■ 博物館・美術館セミナー
令和8年1月17日（土）

10時30分～12時

屋外（博物館エントランス集合）

博物館周辺の自然観察

陣内裕美（博物館学芸員）

新北神社のビャクシン
2020（令和2）年4月30日指定日

佐賀市諸富町所在地

ヒノキ目 ヒノキ科分 類

Juniperus chinensis学 名

ビャクシンは常緑針葉樹です。
国内では、本州以南（岩手県以
南）、四国、九州の太平洋岸沿い、
瀬戸内海沿岸に分布し、海岸の岩
場や砂浜などで生息しています。
本ビャクシンは幹回り4.1m、

枝張り6m、樹高20mで、県内最
大のビャクシンで、樹齢1600年
以上と言わわれています。佐賀県
レッドリスト2020では、絶滅危
惧Ⅰ類に指定されています。

〒840-0041 佐賀市城内�丁目��-��
TEL:0952-24-3947　FAX:0952-25-7006　https://saga-museum.jp/museum/

【付記】本展覧会は佐賀県立博物館が主催しました。本パンフレットの執筆は村上・陣内・奥田が担当し、編集は、大久保 宙岳（デザイナー）の協力を得て村上が行いました。開催にあたり、資料の出品や調査の御協力、画像の御提供
などで下記の方 ・々機関に多大な御協力を頂きました。記して感謝申し上げます。
（個人）徳渕義実、井手慶喜、橋本泰博、宮原明幸、徳田　誠、矢野定治郎　（敬称略）
（機関）上峰町教育委員会文化課、佐賀大学農学部、日本野鳥の会佐賀支部、佐賀植物友の会

【参考・引用文献】
・埼玉県立自然の博物館，2004年，自然の“国宝”展～天然記念物からみた埼玉の自然～展示図録．埼玉県立川の博物館，pp.62
・佐賀県生物部会，1996，佐賀県の生物．日本生物教育委員会51回全国大会佐賀大会記念誌.pp.388
・佐賀県HP　https://www.pref.saga.lg.jp/kiji0031682/index.html
・沼田　眞編，1984，日本の天然記念物　植物．講談社｠
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佐賀県の天然記念物所在地図

日時

会場

題目

講師

■ 博物館・美術館セミナー
令和8年2月14日（土）

13時30分～15時

美術館2階　画廊

佐賀が誇る景勝地のなりたち

村上達郎（博物館学芸員）

日時

会場

題目

講師

■ ギャラリートーク
令和8年1月24日（土）

令和8年2月21日（土）

いずれも13時30分から程度30分

博物館3号展示室
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